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いま、この人（いわき支部）

遠藤 貴司さん
㈱かねまん本舗

特集

同友会共育塾

活動報告・専門委員会だより
いま思うこと

21世紀型中小企業づくりを進め
真の人間尊重の社会をめざそう

同友会運動の新しいステージに向けて、
人を生かす経営の実践から確立へ

2025年度スローガン福島県中小企業家同友会

www.fdoyu.or.jp

各支部の活動の様子は
こちらをご覧ください

郡山支部／第三地区例会
福島支部／９月例会
あだたら支部／８月例会
須賀川支部／８月例会
会津支部／９月例会
相双支部／ 8 月例会
白河支部／ 9 月例会
いわき支部／９月例会
田村支部／ 8 月例会
喜多方支部／８月例会
南会津支部／８月例会

支
部
ニ
ュ
ー
ス
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いわき支部

遠え

ん

ど

う藤 

貴た

か

し司 

さ
ん

㈱
か
ね
ま
ん
本
舗　
代
表
取
締
役
社
長

か
ま
ぼ
こ
を
単
な
る「
食
品
」で

は
な
く「
文
化
」と
し
て
発
信

　
創
業
53
年
の
老
舗
で
あ
る
㈱
か
ね

ま
ん
本
舗
は
、
1
9
7
2
年
に
「
カ

ネ
マ
ン
鶴
屋
蒲
鉾
店
」
と
し
て
創
業
。

以
来
、「
創
作
か
ま
ぼ
こ
」
を
主
軸
に

直
売
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
特

徴
は
、
伝
統
的
な
紅
白
か
ま
ぼ
こ
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
多
彩
な
「
創
作
か

ま
ぼ
こ
」
を
展
開
し
て
い
る
点
。
無

添
加
製
法
に
こ
だ
わ
り
約
30
種
類
を

揃
え
、
焼
き
色
が
美
し
く
ケ
ー
キ
の

よ
う
な
「
シ
ー
フ
ー
ド
ケ
ー
キ
」
は

特
に
人
気
で
す
。
地
域
の
食
文
化
を

新
し
い
形
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
二

代
目
の
遠
藤
貴
司
さ
ん
は
、
伝
統
の

技
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
時
代

に
合
わ
せ
た
挑
戦
を
続
け
て
い
ま

す
。
震
災
後
に
は
「
食
を
通
じ
て
地

域
を
元
気
に
し
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
、
店
舗
を
〝
人
が
集
う
場
〟
へ
と

再
構
築
。
地
元
高
校
生
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
、
か
ま
ぼ
こ
を
単
な
る
食
品
で
は

な
く
「
文
化
」
と
し
て
発
信
し
て
き

ま
し
た
。

15
年
越
し
、「
報
告
者
」
か
ら

「
実
行
委
員
長
」
へ

　

同
友
会
に
は
2
0
0
3
年
に
入

会
。
最
初
は
例
会
に
一
度
参
加
し
た

の
み
で
距
離
を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
1
0
年
、
い
わ
き
で
開
催
さ
れ

た
経
営
者
交
流
大
会
に
お
い
て
見
学

分
科
会
を
担
当
し
た
こ
と
が
転
機
と

な
り
ま
し
た
。
報
告
者
と
し
て
仲
間

の
前
で
発
表
し
た
経
験
が
、
自
身
の

学
び
を
深
め
、
活
動
に
本
格
的
に
向

き
合
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
遠
藤
さ
ん
は
第
49
回

いまこの人は
動画でも配信中 !

今すぐCHECK!

全
県
企
業
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
実
行
委

員
長
を
務
め
ま
す
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
経
営
者
の

挑
戦 

～
減
少
社
会
の
そ
の
先
へ
～
」。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
地

域
の
過
疎
化
と
い
っ
た
社
会
課
題
が

迫
る
中
で
、
経
営
者
が
い
か
に
備
え
、

未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
か
を
問
い

か
け
る
内
容
で
す
。「
自
分
も
か
つ
て

同
友
会
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
刺

激
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
今
度
は
自

分
が
そ
の
〝
場
〟
を
つ
く
る
番
」
と

㈱かねまん本舗
事業内容：蒲鉾製造業
住所：いわき市平下高久字下原 83
TEL：0246-39-3360
FAX：0246-39-3754
設立：1972 年
資 本 金：1,000 万円
従業員数：16 名
会社URL：https://kaneman.net/

レポート／中國産業㈱　 古谷 勝一  （いわき支部）

すべては
地域の笑顔のために

皆さん、是非、ご参加ください

遠
藤
さ
ん
。
記
念
講
演
や
6
つ
の
分

科
会
を
通
じ
て
世
代
や
業
種
を
超
え

た
対
話
を
生
み
、
持
続
可
能
な
地
域

に
な
る
た
め
の
学
び
の
機
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

地
域
人
と
し
て
の
使
命
感

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
準
備
に
あ
た
っ
て

は
、
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
作
成
か
ら
内

容
の
企
画
立
案
、
全
県
へ
の
広
報
活

動
な
ど
多
忙
を
極
め
ま
す
が
、「
一
人

ひ
と
り
が
希
望
を
持
ち
、
未
来
を
描

け
る
よ
う
な
時
間
に
し
た
い
」
と
語

る
遠
藤
さ
ん
の
姿
に
は
、
経
営
者
と

し
て
だ
け
で
な
く
地
域
人
と
し
て
の

強
い
使
命
感
が
に
じ
み
ま
す
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
は
3
人
の
娘
の
父
で
あ

り
、
休
日
に
は
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。「
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
い
る
と
頭
が
空
っ
ぽ
に
な
り
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
く
る
」

と
笑
う
遠
藤
さ
ん
の
姿
は
、
仕
事
と

家
庭
、
地
域
活
動
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

両
立
す
る
現
代
的
な
経
営
者
像
そ
の

も
の
で
す
。

次
代
を
担
う
、経
営
者
へ
希
望

を
つ
な
ぐ

　
「
経
営
者
は
孤
独
だ
け
ど
、
孤
独
で

あ
り
続
け
る
必
要
は
な
い
」
︱
︱
そ

の
言
葉
に
は
、
同
友
会
活
動
を
通
じ

て
得
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
へ
の
感

謝
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
半
世
紀

に
わ
た
り
食
を
通
し
て
地
域
に
希
望

を
届
け
て
き
た
遠
藤
さ
ん
。
今
度
は

全
県
企
業
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
舞

台
で
、
次
代
を
担
う
経
営
者
た
ち
の

希
望
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

工場と直売所を兼ねた広い店内。大型バスも入れる駐車場完備

地域のランドマークとも言える「大黒様と恵比寿様」が店内に

2025 年 11 月 14 日に開催される「第 49 回全県企業家フォー
ラム」。その実行委員長を務めるのは、いわき支部の遠藤貴司
さんです。肩肘張らず、自然体で語るその姿からは、経営者
としての誠実さと、地域への深い思いがにじみ出ていました。
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「
同
友
会
共
育
塾
」と
は

第
20
回
開
催
の
振
り
返
り

特 集

県社員共育委員長

渋谷 裕司さん
渋谷レックス㈱

社員共育委員長の挨拶

【
社
員
共
育
委
員
会
】

社員共育委員会では、「人を
生かす経営」を意識した社
員共育活動を推進し、学びの
場づくりに取り組んでいま
す。その中でも共育塾は、経
営者・幹部社員それぞれの視
点から課題や会社への想い
を直接聞ける、貴重な機会で
す。多くの皆さまのご参加を
心よりお待ちしております。

　
社
員
共
育
委
員
会
は
、
社
員
と
経

営
者
が
共
に
学
び
、
共
に
成
長
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
漢
字
の
通
り
「
共
に
育

つ
＝
共
育
ち
」
の
活
動
で
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
例
年
「
共
育
塾
」
を

年
に
2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
社
員
共
育
委

員
会
の
活
動
で
あ
る
「
共
育
塾
」
の

開
催
目
的
・
昨
年
度
第
20
回
開
催
の

振
り
返
り
・
参
加
者
の
声
・
今
年
度

第
21
回
第
１
講
座
の
ご
案
内
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
共
育
塾
」
は
、
経
営
者
と
幹
部

社
員
が
〝
共
有
・
共
学
〟
の
姿
勢
で

学
び
あ
う
こ
と
を
通
じ
て
、

1 

自
社
の
経
営
理
念
を
見
直
し
、

再
確
認
す
る
機
会
と
す
る
こ
と
。

2 

こ
れ
か
ら
の
経
営
戦
略
や
人
材

育
成
に
関
す
る
課
題
を
共
有
し

あ
う
こ
と
。

　
前
年
度
の
第
20
回
共
育
塾
の
第
1

講
座
で
は
、
白
河
支
部
の
㈱
共
和
建

商
を
訪
問
し
、
代
表
取
締
役
社
長
・

増
子
国
安
さ
ん
と
幹
部
社
員
4
名

か
ら
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
社
員
の
主
体
性
と
会
社

の
成
長
」。

3 
経
営
幹
部
と
し
て
の
使
命
や
役

割
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
。

を
目
的
と
し
、2
0
0
4
年
に
「
社

員
共
育
大
学
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
第
3
回
か
ら
は
「
同
友
会

共
育
塾
」
と
名
称
を
改
め
、
今
回
で

21
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
共
育
塾
」
の
開
催
は
、

支
部
や
エ
リ
ア
を
越
え
た
県
内
会
員

企
業
の
交
流
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
経
営
に
密
接
に
関
わ
る
経
営
労

働
・
社
員
共
育
・
共
同
求
人
・
障
が

い
者
の
各
委
員
会
と
も
連
携
し
、
そ

の
根
幹
で
あ
る「
人
を
生
か
す
経
営
」

を
主
軸
と
し
た
意
見
交
換
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
増
子
社
長
は
「
社
員
の
成
長
こ
そ

が
会
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」
と
い

う
考
え
の
も
と
、
社
員
が
主
体
的
に

学
び
・
行
動
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
部
門
ご
と
の
分

断
を
な
く
し
部
門
連
携
の
た
め
に

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
続
く
幹
部
社
員
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
会
社

の
強
み
や
課
題
を
率
直
に
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
に

と
っ
て
も
、
自
社
の
社
員
と
の
向

き
合
い
方
や
組
織
づ
く
り
を
考
え

る
上
で
、
大
き
な
刺
激
と
な
る
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
く
第
2
講
座
で
は
、
郡
山

支
部
の
㈲
え
ん
家
を
訪
問
し
、

代
表
取
締
役
社
長
・
遠
藤
浩
輔

さ
ん
と
幹
部
社
員
3
名
か
ら
ご

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
理
念
経
営
で
、社
長
が
変
わ
り
、

社
員
が
変
わ
る
～
社
員
の
主
体
性
が

会
社
の
成
長
へ
～
」。

　
遠
藤
社
長
は
、
会
社
の
軸
と
な
る

経
営
指
針
を
策
定
し
、
そ
れ
を
社
員

◆
社
員
の
み
な
さ
ん
の
生
き
生
き
と

し
た
働
き
を
拝
見
し
て
、
と
て
も

活
力
が
あ
っ
て
魅

力
的
に
感
じ
ま
し

た
。
社
員
と
共
に

成
長
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
一
緒

に
考
え
て
実
践
し

ま
す
。

◆
自
分
の
立
場
、
他

の
立
場
か
ら
見
て

の
会
社
や
社
員
の

人
た
ち
へ
の
在
り

方
、
気
づ
き
を
多

く
得
ら
れ
ま
し

た
。
立
場
や
経
験

の
違
い
で
言
葉
が
難
し
い
と
表
面

上
は
あ
っ
て
も
本
質
は
一
緒
。
伝

え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ

そ
が
一
番
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

◆
こ
ん
な
に
近
く
に
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
会
社
が
あ
る
事
に
驚
き
ま

し
た
。

◆
感
動
と
共
感
と
決
意
が
う
ま
れ

ま
し
た
！！
ま
ず
、
自
分
の
会
社
を

勉
強
の
場
に
さ
れ
る
気
持
ち
と
決

意
、
自
分
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
会
社
の
メ
ン
バ
ー
も
来
て
く
れ
た

の
で
、
生
の
社
長
の
お
話
し
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。

◆
毎
年
更
新
す
る
指
針
書
を
基
に
、

社
員
に
任
せ
て
い
る
と
の
社
長
の

お
話
で
し
た
が
、
幹
部
の
皆
さ
ん

も
口
々
に
「
指
針
書
が
あ
る
か
ら

判
断
に
迷
わ
な
い
」
と
お
話
し
さ

れ
て
お
り
、
幹
部
も
同
じ
よ
う
に

現
場
に
任
せ
る
風
土
に
な
っ
て
お

り
「
や
っ
て
い
い
」
と
い
う
心
の

環
境
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
社
長
の
ぶ
れ
な
い
信
念
、
社
員

へ
の
仕
事
の
任
せ
方
、
社
員
一
人

ひ
と
り
の
目
標
を
設
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
落
と
し
所
を
考
え
る
な

ど
学
び
に
な
り
ま
し
た
。

同
友
会
共
育
塾

　今年度第１講座は、会津ICすぐそばに会社を構える、㈱金
堀重機 代表取締役 春田一真さんと幹部社員の方々にご報告
いただきます。
　㈱金堀重機は1955年の創業以来、地域とともに歩み続け、今
年度で70年を迎える建設業（クレーン、生コン圧送）の会社で
す。長い年月の中で培われた技術や信頼を大切にしながら、時
代の変化に応じた新たな挑戦にも取り組んでこられました。
　今回のテーマは【“金堀ファミリー”が地域と会社の価値を
高める】です。社員を「ファミリー」と捉え、共に学び合い、地
域社会と共生する姿勢をどう実践しているのか。また、経営
者と幹部社員が、会社の未来をどのように描いているのかを
具体的に伺える機会となります。単なる経営理念の発表では
なく、実際の現場で培われてきた生きた事例や社員の声を通
じて、その真髄に触れられるのが大きな魅力です。
　今回の第１講座も訪問形式で企業見学を行います。実際の
職場環境を肌で感じ、現場で働く幹部社員の生の想いや工夫

を直接聞けること
は、参加者にとって
大変貴重な学びと
なるでしょう。経営
者にとっては自社
の経営や組織づく
りを見直すきっか
けに、幹部社員にと
っては自らの役割
や働き方を考える刺激になるはずです。
　経営者と幹部がご一緒に参加いただくことで、講座での学
びを社内に持ち帰りやすくなるため、ぜひ同席を推奨いたし
ますが、もちろんそれぞれ単独での参加も歓迎いたします。
社員の存在が会社や地域にどう影響を与えるのかを考える
良い時間として、多くの皆さまのご参加を心よりお待ちして
おります。

e-doyuの
回答はこちら

から！！

10/28（火）
11：00〜

と
共
有
す
る
こ
と
で
、
組
織
と
し
て

目
指
す
方
向
性
を
明
確
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
幹
部
社
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
指
針
書
が
あ
る
こ
と
で
迷
っ
た
と
き
に

立
ち
戻
る
軸
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
具
体
的
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
浜
の
水
産
郡
山
駅
前
店
」

で
の
企
業
見
学
と
懇
親
会
を
通
じ
て
、

職
場
の
雰
囲
気
や
社
員
同
士
の
関
わ

り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
学

び
の
多
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

経営者

 お一人1,100円（昼食代は別途）

第1講座 2025年10月28日(火)11:00～17:00

３０名（定員になり次第締め切らせていただきます）

講座

■　参　加　費

テーマ

第21回 同友会共育塾 第1講座のご案内
福島県中小企業家同友会　社員共育委員会

■　対　象　者

当日スケジュール（予定）

11:00　(株)金堀重機　集合（10時30分 受付開始）
　　　　     会社説明/企業見学
12:00　昼食
13:00　会員企業/社長報告（問題点/課題/取組み/成果）
　　　　　　　グループに分かれての意見交換①・質問
15:00　会員企業/各階層(経営幹部、社員)報告
　　　　　　　グループに分かれての意見交換②・質問
17:00　終了

☆共育塾は、経営者と幹部が共に学ぶ場です。
是非、経営者と幹部ないし、幹部候補の社員の方と共にご参加ください。

訪問企業：(株)金堀重機　（会津若松市町北町大字始字屋敷31番地１）（ 全 ２ 回 ）

（経営者と幹部の一緒の参加を推奨しますが、それぞれどちらかでの参加も可能です。）

■ 日 程・会 場

ぜひ経営者と幹部、幹部候補の方と一緒にご参加ください。

　　　　　　　同友会共育塾参加申込書※ご欠席の場合、ご返信は不要です。

報告者

”金堀ファミリー”が
地域と会社の価値を高める第

1
講
座

■参加予定者数

春田　一真さん
(株)金堀重機　代表取締役（会津支部）

【会社概要】 ●創　業：1955年　●従業員数51名　●事業内容：建設業（クレーン、生コン圧送）
　　　　　　　  ●所在地：会津若松市町北町大字始字屋敷31番地1
　　　　　　    ●URL：https://kanehori.jp

お申込みは同友会福島事務所　FAX 024(545)1999またはメールsinobu@fdoyu.or.jp
締切は10月14日です。

社　　　名

幹部社員名

会員　氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役　職　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役　職　（　　　　　　　　　　）

幹部社員名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役　職　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属支部（　　　　　　　　　　）

会会社社がが育育つつ！！
幹幹部部がが育育ててばば 社長の思いが、幹部や社員と共有できない・・・

幹部社員に幹部らしい仕事をしてほしい・・・
若い社員を育てられる幹部になってほしい・・・
新たに幹部社員として自覚してほしい・・・
そんな悩みをお持ちの経営者にお勧めの
同友会ならではの研修会です！

今年度（第１講座）のご案内

参
加
者
か
ら
の
声
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■
審
議
事
項

議
題
１
．
創
立
50
周
年
事
業
実
行

員
長
選
出
の
審
議

１
．
齋
藤
記
子
会
長
よ
り
、
創
立

50
周
年
事
業
実
行
委
員
長
に
香

西
良
浩
副
代
表
理
事
を
選
出
し

た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
審
議

の
結
果
、
承
認
し
た
。

議
題
２
．
年
誌
Ｐ
Ａ
Ｅ
Ｇ
７
号
収

支
の
審
議

１
．
鈴
木
成
保
購
買
事
業
委
員
長

よ
り
、
提
案
が
あ
り
、
審
議
の

結
果
、
承
認
し
た
。

議
題
３
．
環
境
委
員
会
公
開
セ
ミ

ナ
ー
開
催
の
審
議

１
．
大
内
政
雄
環
境
委
員
長
よ
り
、

提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

承
認
し
た
。

議
題
４
．
情
報
管
理
委
員
会
公
開

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
審
議　

１
．
鈴
木
隆
将
情
報
管
理
委
員
長

よ
り
、
提
案
が
あ
り
、
審
議
の

結
果
、
承
認
し
た
。

議
題
５
．
第
32
回
報
道
各
社
と
の

懇
談
会
開
催
の
審
議

１
．
佐
藤
光
一
広
報
報
道
委
員
長

よ
り
、
提
案
が
あ
り
、
審
議
の

結
果
、
承
認
し
た
。

議
題
６
．
第
21
回
共
育
塾
第
1
講

座
開
催
の
審
議

１
．
佐
戸
川
政
実
代
表
理
事
よ
り
、

提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

承
認
し
た
。

議
題
７
．
県
中
県
南
エ
リ
ア
社
員

共
育
リ
ー
ダ
ー
研
修
開
催
の
審

議
１
．
佐
戸
川
政
実
代
表
理
事
よ
り
、

提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

承
認
し
た
。

議
題
８
．
県
中
県
南
エ
リ
ア
障
が

い
者
移
動
例
会
開
催
の
審
議

１
．
栁
田
佳
子
障
が
い
者
委
員
長・

鈴
木
英
一
郎
県
中
県
南
障
が
い

者
委
員
長
よ
り
、
提
案
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
承
認
し
た
。

議
題
９
．
全
会
員
へ
の
「
景
況
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実
施
の
審
議

１
．
井
上
禄
也
政
策
提
言
委
員
長

よ
り
、
提
案
が
あ
り
、
審
議
の

結
果
、
承
認
し
た
。

議
題
10
．
外
部
団
体
か
ら
の
依
頼

１
．
佐
藤
智
明
常
務
理
事
事
務
局

長
よ
り
、
ふ
く
し
ま
合
同
就

職
面
接
会
＆
業
界
説
明
会
・
ロ

ボ
ッ
ト
航
空
宇
宙
フ
ェ
ス
タ
ふ

く
し
ま
２
０
２
５
の
名
義
後
援

の
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

承
認
し
た
。

議
題
11
．
次
回
常
任
理
事
会

　
11
月
４
日
15
：
00
～

協
議
事
項
．
創
立
50
周
年
式
典
・

記
念
事
業
に
つ
い
て

依
頼
事
項
．
第
49
回
全
県
企
業
家

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
依
頼

出
席
者
／
齋
藤
記
子
、
藤
原
賢
一
、

佐
戸
川
政
実
、
曽
根
佳
弘
、
渡

辺
啓
治
、
平
石
秀
樹
、
香
西
良

浩
、
鈴
木
信
雅
、
高
崎
文
孝
、

芳
賀
浩
、
三
津
間
謙
一
、
酒

井
源
喜
、
佐
藤
有
史
、
小
幡

広
宣
、
増
子
国
安
、
丹
野
勇
雄
、

荒
川
健
吉
、
渡
部
一
、
樋
口
静

克
、
栁
田
佳
子
、
五
十
嵐
隆
男
、

大
内
政
雄
、
真
部
正
美
、
鈴
木

成
保
、
井
上
禄
也
、
佐
藤
光
一
、

鈴
木
隆
将
、
鈴
木
恵
、
佐
藤
智

明
、
遠
藤
貴
司
、
鈴
木
英
一
郎
、

31
名
。

活動報告・専門委員会だより

常任理事会
報告

（９月２日・アサヒビール園福島本宮店）

　
一
方
で
、
国
や
企
業
は
食
品
ロ
ス

削
減
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
厳
格
な
消

費
期
限
ル
ー
ル
を
維
持
し
、
廃
棄
コ

ス
ト
を
加
盟
店
に
押
し
付
け
て
い
る
。

こ
の
構
造
が
「
安
全
を
守
る
か
、
利

益
を
守
る
か
」
と
い
う
板
挟
み
を
生

み
、
不
正
を
誘
発
す
る
温
床
と
な
っ

た
。
食
品
安
全
を
損
な
わ
ず
ロ
ス
を

減
ら
す
に
は
、
発
注
精
度
の
高
度
化

や
時
間
帯
別
の
割
引
販
売
、
廃
棄
コ

ス
ト
の
本
部
・
加
盟
店
の
リ
ス
ク
シ

ェ
ア
、
さ
ら
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
へ

の
寄
付
制
度
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
で
発
覚
し
た
消
費

期
限
改
ざ
ん
問
題
は
、
単
な
る
現
場

の
モ
ラ
ル
欠
如
で
は
な
く
、
食
品
廃

棄
ロ
ス
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
構
造
の

矛
盾
が
背
景
に
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
業

界
で
は
年
間
60
万
ト
ン
以
上
の
食
品

廃
棄
が
発
生
し
、
そ
の
大
半
を
加
盟

店
が
負
担
し
て
い
る
。
特
に
消
費
期

限
の
短
い
弁
当
や
惣
菜
は
廃
棄
リ
ス

ク
が
高
く
、
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
は

利
益
を
直
撃
す
る
。
結
果
と
し
て

「
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
心
理
が

働
き
、
期
限
ラ
ベ
ル
の
改
ざ
ん
と
い

う
不
正
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
今
回
の
問
題
は
、
食
品
ロ
ス
削
減

と
い
う
正
し
い
目
的
が
現
場
に
と
っ

て
「
偽
装
の
動
機
」
に
変
質
し
た
象

徴
的
事
例
で
あ
り
、
業
界
全
体
に
制

度
改
革
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

消
費
期
限
改
ざ
ん
問
題

㈱FMフナハシ
代表取締役

舟橋 康介さん
（相双支部）

趣味や事業紹介、仕事のこだわりなど、
自由なテーマで執筆いただいています。

　

９
月
４
～
５
日
、
全
国
か
ら

1,
1
0
5
名
が
参
加
し
、
東
京
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
同
友
会
か

ら
は
女
性
・
男
性
と
も
に
９
名
の
合

計
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

報
告
者
・
座
長
・
グ
ル
ー
プ
長

す
べ
て
女
性
が
担
当
！

　

初
日
は
11
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
経
営
指
針
に
基
づ

い
た
経
営
実
践
、
人
を
生
か
す
経
営
、

市
場
創
造
、
社
員
と
の
関
わ
り
合
い
、

事
業
承
継
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
の

学
び
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
は
、
報
告
者
だ
け

で
な
く
、
座
長
や
グ
ル
ー
プ
長
ま
で

全
て
女
性
が
担
う
と
い
う
女
性
が
前

面
に
出
る
運
営
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
ブ
ル
で
熱
心
な
討
論
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
東
京
オ
ー
ル
デ
ィ

ー
ズ
ナ
イ
ト
と
題
し
た
T
o
k
y
o 

F
u
n
k
y 

D
o
l
l
s
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
「
こ
の
会
社
が
好
き
だ
か
ら

愛
と
行
動
で
未
来
を
創
る
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」

　

２
日
目
の
全
体
会
で
は
、
全
て
の

分
科
会
か
ら
学
び
合
い
の
成
果
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
科
会
で
の
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
や
グ

ル
ー
プ
討
論
を
経
て
学
び
合
い
を
深

め
た
内
容
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
㈱
船
橋
屋　

代
表
取
締

役
の
神
山
恭
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
山
氏
は
、
く

ず
も
ち
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る

江
戸
時
代
・
１
８
０
５
年
創
業
の
船

橋
屋
に
新
卒
で
入
社
。
と
に
か
く

「
船
橋
屋
が
好
き
、
く
ず
餅
が
好
き
」

と
い
う
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
も
と
、
こ

れ
ま
で
の
同
社
の
歴
史
や
く
ず
餅
と

い
う
商
品
の
魅
力
を
深
く
追
求
す
る

一
方
で
、
新
卒
採
用
や
教
育
、
通
販

や
S
N
S
で
の
情
報
発
信
な
ど
の
新

た
な
挑
戦
に
も
力
を
注
い
で
き
た
取

り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
白
川
実
行
委
員
長
に
よ

る
「
東
京
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
宣
言
」

が
行
わ
れ
、
①
競
争
か
ら
共
創
へ
、

②
女
性
が
変
わ
る
、
男
性
も
変
わ
る
、

③
胸
を
張
っ
て
、
一
歩
前
へ
！
と
い

う
３
つ
の

目
標
を
力

強
く
宣
言

し
、
２
日

間
の
学
び

合
い
の
幕

を
閉
じ
ま

し
た
。

　

8
月
29
日
（
金
）、
郡
山
市
ビ
ッ

グ
ア
イ
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
て
、
県

女
性
委
員
会
と
県
青
年
委
員
会
の
合

同
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」。
現
場
で
業
務
を
担
う「
プ

レ
イ
ヤ
ー
」
と
、
管
理
を
行
う
「
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
両
方
を
兼
ね
る
立

場
を
指
し
ま
す
。
迅
速
な
意
思
決
定

や
現
場
の
意
見
を
即
時
に
反
映
で
き

る
一
方
、
業
務
負
担
が
増
え
、
ど
ち

ら
か
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
リ
ス
ク
も

あ
る
と
い
う
難
し
い
役
割
で
す
。

例
会
で
は
、
こ
の
役
割
を
実
際
に
経

験
し
た
お
二
人
か
ら
体
験
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

笹
原
さ
ん
は
、
カ
フ
ェ
や
ネ
イ
ル

サ
ロ
ン
な
ど
多
店
舗
経
営
を
行
っ
て

い
た
際
、
現
場
に
も
自
ら
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
心
身
と
も
に
疲
弊

し
た
時
期
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
と
き
、
同
友
会
の
先
輩
か
ら
「
現

場
を
放
り
出
す
の
で
は
な
く
、
現
場

を
支
え
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
大

切
」
と
の
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
以

来
、「
自
分
が
い
な
く
て
も
売
上
が

落
ち
な
い
チ
ー
ム
づ
く
り
」「
社
員
共

育
」
を
掲
げ
、
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
先
代
の
社
長
で
あ

っ
た
お
父
様
の
急
逝
に
伴
い
事
業
を

継
承
し
ま
し
た
。
当
初
は
順
調
で
し

た
が
、
や
が
て
社
員
と
の
間
に
軋
轢

が
生
じ
、
昨
年
2
月
に
は
社
員
が
全

員
退
職
。
自
ら
が
現
場
を
駆
け
回
る

日
々
を
送
っ
た
そ
う
で
す
。
転
機
と

な
っ
た
の
は
、
同
友
会
全
国
会
合
で

の
記
念
講
演
。「
社
員
共
育
」
の
重
要

性
を
学
び
、
社
内
で
意
見
交
換
や
グ

ル
ー
プ
討
論
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
、

社
員
が
自
発
的
に
動
く
企
業
づ
く
り

へ
と
方
向
転
換
で
き
た
と
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
は
、
プ
レ
イ
ン
グ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
葛
藤
と
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
工
夫
や
学
び
に
触

れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
も
、
自
社
の
経
営

を
考
え
る
上
で
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得

る
場
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
28
回
女
性
経
営
者
全
国
交
流
会（
東
京
）

「
東
京
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ  

咲
き
誇
れ
、じ
ぶ
ん
色
、み
ん
な
色
」

県
女
性
委
員
会
・
青
年
委
員
会  

合
同
8
月
例
会

「
や
ら
な
き
ゃ
会
社
が
止
ま
る
！！
」～
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
現
状
と
脱
却
～

は
じ
め
た
頃
の
面
積
は
4
反
。
30

㎏
一
袋
が
、
当
時
ぶ
っ
ち
ゃ
け
￥

5,
7
0
0
。
耕
耘
や
稲
刈
り
な
ど
は
、

近
所
の
人
に
委
託
だ
っ
た
の
で
手
間

代
や
機
械
代
で
手
元
に
は
全
く
残
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
5
～
6

年
た
ち
今
年
は
１
町
２
反
。
離
農
す

る
人
が
増
え
、
い
つ
の
間
に
か
委
託

さ
れ
る
側
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
価
格
は
30
㎏
一
袋
￥

1
0,
0
0
0
。
こ
の
1
年
は
「
米
価

高
騰
」「
備
蓄
米
」「
古
古
米
」
と
米
価
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
世
間
を
賑
わ
せ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
い
く
ら
に
な

る
の
や
ら
。
消
費
者
と
す
れ
ば
、
た

　
つ
い
こ
の
間
ま
で
夏
の
暑
さ
に
う

ん
ざ
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
朝
の

気
温
は
な
ん
と
11
℃
。
急
に
秋
め
い

て
き
ま
し
た
。
養
蜂
場
の
巣
箱
の
中

に
は
「
仲
秋
の
百
花
蜜
」
が
集
ま
り

は
じ
め
、
秋
の
販
売
も
ス
タ
ー
ト
し

て
毎
日
バ
タ
バ
タ
と
忙
し
い
季
節
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
二
本
松
の
小
浜
地
区
は
、
例

年
10
月
か
ら
稲
刈
り
が
本
格
化
し
ま

す
が
、
今
年
は
早
い
と
こ
ろ
で
は
稲

刈
り
が
始
ま
り
、
気
ぜ
わ
し
い
9
月

後
半
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
稲

は
背
丈
も
高
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

「
な
び
い
て
」
き
て
い
ま
す
が
、
幸

い
に
も
台
風
が
逸
れ
、
な
ん
と
か
倒

れ
ず
に
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
に
入
り
、
私
が
田
ん
ぼ
を

と
え
1
円
で
も
高
い
と
い
う
で
し
ょ

う
。
で
も
、
本
当
に
お
米
は
高
い
で

す
か
？
物
価
の
優
等
生
な
ど
と
言
わ

れ
る
卵
や
、
も
や
し
と
同
じ
に
み
て

い
ま
せ
ん
か
？
ど
の
作
物
で
も
生
産
・

維
持
の
た
め
、
コ
ス
ト
が
上
が
れ
ば

価
格
に
乗
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
一
時
期
、
某
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
で
新
潟
県
産
米
が
￥

2
9,
8
0
0
で
売
ら
れ
て
い
た
の
は
、

作
る
側
か
ら
み
て
も
や
り
す
ぎ
で
す
。

適
正
価
格
っ
て
、
実
際
の
と
こ
ろ
い

く
ら
な
ん
だ
ろ
う
？ 

そ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
現
場
に
向
か
っ
て
軽
ト

ラ
で
疾
走
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

稲
刈
り
の
季
節
に
考
え
る
こ
と

(株)渡辺養蜂場
代表取締役

渡邊 弘一さん
（あだたら支部）

全国から総勢1105名（女性6割・男性4割）
が集い、学び合いました

笹原広美さん（左）、遠藤秀輔さん（右）

●
報
告
者
：
笹
原
広
美
さ
ん　

㈲
L 

R
ア
ド
バ
ン
ス 

代
表
取
締
役（
い
わ
き
支
部
）

　
　
　
　
　

遠
藤
秀
輔
さ
ん　

㈱
リ
ラ
イ
フ
保
険
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役（
郡
山
支
部
）
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　今年から始めたブラックバスの釣りにどっぷりハマり、ほぼ毎週末川や池やダム
などに出かけています。主にワームやルアーといった疑似餌を用いて釣るのですが、
話によるとバスは知性の高い魚のようで、それらしい形だからといって簡単に釣れ
てくれる魚ではないと感じます。違和感を持ったら一度口に入れたものも吐きだし
たり。また、その釣り場によって特性が異なるので「あっちの釣り場でこの疑似餌
が釣れたからこっちでも釣れる」といった単純なものではないのだと痛感しており
ます。だからこそ、形・動き・おもりの大きさ・仕掛けなど様々工夫し、「どうし
たら釣れるのかな？」と試行錯誤しながら釣るのが楽しく魅力的だと感じています。
　仕事も同じようで、一辺倒な方法だけでなく、適材適所のやり方を工夫しながら
考え、自分なりにおもしろさを見つけて良い結果を釣り上げていきたいと思います。

（Ｒ . Ｍ）

第49回全県企業家フォーラムが8年ぶりに浜エリア・いわき市で開催されます。
大会スローガンは「未来へ“つなぐ”経営者の挑戦」～減少社会のその先へ～です。
少子高齢化や人口減少、地域の過疎化など、「縮む社会」が前提となった今、どのよ
うに地域と企業が共生していくかが重要な課題となっています。今回のフォーラム
では、その課題に前向きに取り組み、新しい時代にふさわしいビジネスモデルを共
に考え、未来に向けた希望のヒントを得られればと思います。
記念講演では、ジャーナリスト三神万里子氏から「地域経済活性化と人口減少下の
ビジネスモデル」をテーマに、マクロとミクロ、グローバルとローカルを横断する先
進事例をわかりやすくご紹介いただきます。新しい時代の可能性を共に考えていく
講演となっています。
６つの分科会では経営指針の明確化や社員共育、自治体との連携、環境経営やス
ポーツを通じた地域振興など様々な観点の学びをご用意しております。共に学び、
同じ時間を共有して新しい時代の可能性を共に考えましょう。
今フォーラムに参加された方にとって有意義な学びと交流、そして素敵な時間を提
供できるよう、浜エリア・実行委員一同、心を込めて準備しております。皆様のご参
加を心よりお待ちしております。

白河支部

❶㈱渡辺建築設計
　事務所	
❷代表取締役
❸福島県白河市新白河2-61
❹0248-22-7811
❺建築設計・監理
❻安部和幸さん

渡辺　道直さん

郡山支部

❶積水ハウス㈱ 福島支店
❸郡山市本町1-4-8
❹024-933-8055
❺ハウスメーカー
❻遠藤秀輔さん

西間木聖生さん

相双支部

❶(株)鹿島クレーン
❷代表取締役
❸南相馬市鹿島区鹿島字北田170-1
❹0244-46-4084
❺クレーンリース業、一

般貨物自動車運送業
❻小幡広宣さん

髙田　将大さん

福島支部

❶（一社）tenten
❷代表理事
❸福島市大町2-18
❹024-529-5895
❺移住者の定住支援・

女性活躍
❻斎藤美幸さん

藤本　菜月さん
❶有限会社サワケン住宅
❷代表取締役
❸田村郡三春町富沢字

楢梨池頭66番地
❹0247-62-3175
❺新築・リフォームの建築業
❻久保田斉さん

佐久間直樹さん
田村支部

田村支部

❶フォレストクリエイト
合同会社

❸田村市船引町永谷字
山中12

❹0247-61-7180
❺林業
❻押田洋平さん

桑原　直人さん

喜多方支部

❶人文知	
❷代表
❸福島県喜多方市字三

丁目4810
❹090-4041-6105
❺ワインバー	
❻津田栄光さん

阿部　潤さん

福島支部

❶永京寺
❷代表社員
❸福島市鳥谷野字舘32
❹024-546-5519
❺葬儀や法要等の宗教

行事
❻安部守さん

大野　泰明さん

郡山支部

❶㈱ENOGU
❷代表取締役
❸郡山市桑野3-18-20
　西郡山ビル201
❹024-983-6909
❺ブランディングを中心とした広告
❻蜂谷雅俊さん

宗像　康弘さん

いわき支部【名義変更】

❶㈱導引医学研究所
❷取締役
❸いわき市泉町下川字萱手79-2
❹0246-56-1444
❺健康法指導教室経営

早島　香蓮さん

いわき支部

❶㈱ＩＤＫ
❷代表取締役
❸いわき市平下神谷字

岸前110番地3
❹090-1936-9903
❺一般電気工事、家電販売、空調設備、電気通信
❻横田直也さん

井戸川　修さん

│新│会│員│情│報│

入会おめでとうございます！

　皆様よろしくお願いします

❶会社名　❷役職　❸住所　❹電話番号
❺事業内容　❻紹介者

１． 会員の経験と知識を交流して企業の自主的近代化と強靭な経営体質をつくろう。
１． 相互に人格を高め、知識を吸収し、これからの経営者に要求される総合的な能力を身につけよう。
１． 中小企業をとりまく経済環境を改善し、中小企業の経営を守り安定させよう。

同友会三つの目的


